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収納家具・物品棚
● 収納家具、物品棚などが使用中または地震の際などに倒れると「大けが」

のもとになります。
　所定の条件をこえる収納家具は、転倒を防止するための対策が必要です。
　転倒防止工事の一例を図１に示します。
　転倒防止工事は、ご購入された販売店へお申し付けください。

■収納家具の安定性の目安
JOIFA（日本オフィス家具協会）発行のオフィス環境スタンダードでは、
日本のオフィスにおける標準的な転倒防止対策の要否判断の目安として
次の判別式を掲載しています。

B:家具の底辺の短辺（奥行きまたは幅の短い方の寸法）単位cm
H:家具の高さ寸法　単位cm

判別式4以下のものは、転倒しやすいといわれています。
この場合、なんらかの転倒防止対策が必要と思われます。

（※この判別式は家具の重心位置が中央にあると仮定したものです。
判別式4以上であっても、収納物の入れ方によっては重心が大きく変わり、
転倒する可能性もあります。）

●耐火庫用収納庫、マルチドックのレイアウト制限について
☆単体で使用せず、必ず両面を収納庫で連結してご使用ください。また、2連

結まで横並び可能ですが、その際は上置きは不可となります。

●ラテラルファイリングキャビネットの転倒防止について
☆ ラテラルファイリングキャビネットは、単体で使用せず、必ず背合せもしくは横

連結してご使用ください。やむをえず単体でご使用になる場合は、引出しを引
き出したとき前方に倒れることを防ぐため、前記判別式の計算結果のいか
んにかかわらず、転倒防止対策をする必要があります。  
転倒防止には次の3通りの方法があります。

　1.安定ベースを取り付ける。（図2参照）
　2.壁と連結固定する。（図3参照）
　3. 床に固定する。（図4参照）  

 設置場所により適する方法を選択してください。

判別式： B/√H≦4

☆ ラテラルファイリングキャビネットは横連結した際も、同時に2つ以上の引出
しを引き出さないでください。
引出しを引き出した状態で引出し前板に体重をかけると転倒の恐れがあり
ます。

☆ ラテラルファイリングキャビネットを積み重ね設置する場合、絶対に上段に
は設置しないでください。（図5参照）

☆ ラテラルファイリングキャビネットはハイベースの上に設置しないでください。

●ファイリングキャビネットの転倒防止について
☆ ファイリングキャビネットの引出しを引き出したとき、前方に倒れることを防ぐ

ため、前記判別式の計算結果のいかんにかかわらず、転倒防止対策をする
ことをお勧めします。

　1.単体設置する場合には安定荷重板を追加取り付けする。（図6参照）
　2. ２つを横に並べて設置する場合には隣同士のキャビネットを連結する。

（図7参照）
☆ ファイリングキャビネットは、絶対に積み重ね設置をしないでください。（図8

参照）

製品のお買い上げにあたって
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Atelier Factory

Super Factory

工場紹介

雄大な自然と共生する、発信基地プラスランド。

中国国内への製品の浸透も図る、汕頭工場。

雄大な景観に恵まれた前橋市神沢の森。清冽な神沢川の流れる、
約 14 万坪の敷地を誇る産業複合施設・プラスランドにオフィス家
具の生産拠点である前橋工場があります。
この緑に囲まれた工場から、スチールデスクをはじめ、チェア、パー
ティション、収納用品、会議テーブルなど、さまざまなオフィス家具
が送り出されています。
前橋工場では高い品質を保つために、従業員の技術力向上に取
り組んでいます。国や地方自治体公認の技術検定に合格した「匠
社員」の優遇もその一環。カスタムオーダーに対応できるライン
に、あらゆる加工を一台でできる二連木製天板加工複合機を導入
し、カスタマイズのレベルを大きく上げるなど、日々、品質と技術の
向上に励んでいます。また、工場敷地内に約２万本の植林や河川
の清掃、センターファクトリーの屋根にソーラーパネル約 2,800
枚を設置するなど、環境活動にも積極的に取り組んでいます。

汕頭（スワトウ）工場は、2000 年にコピーボードとその周辺機器
の生産拠点として設立。2012 年よりホワイトボードの生産も開
始しました。中国にとって未知のものであった、コピーボード、ホ
ワイトボード、磁性ボードというユニークで高品質な製品を追求。
新たな会議スタイルの提案とともに、中国全土に広く浸透させる
べく、北京・上海等の主要都市に地区代理店を設け、中国におけ
る流通網を構築しています。

・センターファクトリー 5,800坪　・物流センター 3,000坪　・塗装ファクトリー 2,800坪　・事務棟 600坪
・所在地 群馬県前橋市神沢の森 1 ・交通機関 北関東自動車道駒形 ICより約 15 分

■スーパーファクトリー　12,200坪
スチールデスクなどを生産するセンターファクトリーと、
粉体塗装を行う塗装ファクトリーに分かれています。また、
物流センターも隣接しています。

■アトリエファクトリー　3,800坪
試作品を研究したり、カスタムオーダーに応える
ための工房を備えた木製家具工場。全工程に
セル生産方式を採用。多品種・小ロットの生産
を実現しています。

工場概要 従業員数　276 名（2025 年 9月時点）　取得認証　ISO14001/9001

工場概要

■汕頭普乐士儀器有限公司　約 3,510 坪
現地開発、現地生産を目指し、ホワイトボード、
コピーボード、磁性ボード、断裁機などを製造
しています。
従業員数　135名（2025年8月時点）
取得認証　ISO9001

〈前橋工場〉 https://www.plus.co.jp/plusland/　〈中国工場〉 https://www.plus.co.jp/china_factory/

自然と共生する前橋、海を越えた中国で、
仕事を楽しくスマートにする、品質とデザインが生み出されています。

森の工場からの発想。 
前橋工場 

ホワイトボードを世界へ。 
汕頭工場 
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